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分 類 を も と に 本 を 見 つ け よ う
ぶ ん る い

名 前

図 書 館 に は 、 家 の 本 だ な よ り た く さ ん の 本 が あ り ま す ね 。

た く さ ん の 本 の 中 か ら 必 要 な 本 を 探 す 方 法 を 覚 え ま し ょ う 。

１ 本 の な か ま 分 け

内 容 に よ り １ ０ の な か ま に 分 け ら れ て い て 、 ０ ～ ９ の 番 号 で 表 し て い ま す 。

日 本 十 進 分 類 法
に ほん じゆう しん ぶん るい ほう

分 類 記 号 主 な 内 容
ぶん るい

総 記 （ 百 科 事 典 ・ 年 鑑 ・ 調 べ る 本 ）
そう き ねん か ん

哲 学 ・ 宗 教 （ 心 理 ・ 道 徳 ・ も の の 考 え 方 ・ 生 き 方 ）
てつ がく しゆうきよ う とく

歴 史 ・ 地 理 ・ 伝 記 （ 地 い き の 様 子 ）

社 会 科 学 （ 政 治 ・ 経 済 ・ 教 育 ・ 福 祉 ・ 伝 説 ）
せい じ けい ざ い し

自 然 科 学 （ 算 数 ・ 理 科 ・ 電 気 ・ 動 物 ・ 植 物 ・ 医 学 ）

技 術 ・ 工 学 （ 機 械 ・ 家 庭 ）
ぎ じゆつ

産 業 （ 農 林 水 産 業 ・ 商 業 ・ 交 通 ）

芸 術 （ 音 楽 ・ 図 画 工 作 ・ ス ポ ー ツ ・ 演 劇 ・ 伝 統 芸 能 ）
げい じゆつ えん げき と う のう

言 語 （ 言 葉 ・ 日 本 語 ・ 外 国 語 ・ 辞 典 ）

文 学 （ 詩 ・ 短 歌 ・ 俳 句 ・ 物 語 ）
はい く
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２ ラ ベ ル の 暗 号 を と け ！

分 類 記 号 （ ）

図 書 記 号 （ ）

巻 冊 記 号（ ）
か んさつ

３ み ん な で 「 ６ ０ 冊 図 書 館 」 を つ く ろ う ！
さつ

① 班 ご と に 「 １ ０ 冊 の 本 」「 分 類 記 号 カ ー ド 」 を 配 る 。

② そ れ ぞ れ の 本 が 、 ０ ～ ９ の ど の 分 類 に な る か 班 で 相 談

を し て 、 分 類 記 号 カ ー ド を ク リ ッ プ で 本 に 付 け る 。

③ 全 体 で 本 を 紹 介 し な が ら 分 類 記 号 ０ ～ ９ の 順 番 に

並 べ 、「 ６ ０ 冊 図 書 館 」 を 作 る 。

４ ふ り か え り

今 日 の 学 習 を し て 、 分 か っ た こ と や 思 っ た こ と を 書 き ま し ょ う 。

４６０

ゴ

３
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国語科学習指導案
２年 場所：図書室

１ 単元名 しゃしんをつかってせつめいしよう

教材名 さけが大きくなるまで

2 本時の展開（11／11）

(1) ねらい 読み聞かせを聞いて、さけのすごいところや不思議なところを探し、見付けた情報を基

に感想を書くことができる。

(2) 準 備 教師：図書「ピリカお母さんへの旅」、情報シート掲示用、情報シート、カラーペン

児童：筆記用具

(3) 展 開

学習活動 ・予想される児童の反応 時間 ○指導上の留意点及び支援 ◇評価

１ 本時の学習課題をつかみ、追究の ５ ○既習を確認するために、「さけが大きくなるまで」

見通しをもつ。 分 で学んださけのすごいところ、不思議なところを

〈本時のめあて〉 発表させる。

読み聞かせを聞いて、さけ ○学習課題を確認するために、教師が情報シートの

のすごいところや不思議なと テーマの欄に学習課題を記入し、児童にも記入さ

ころを探し、それについて感 せる。

想をもつことができる。

２ 「ピリカ、おかあさんへの旅」の 15 ○情報シートの使い方を理解するために、教師が本

読み聞かせを聞いて、見付けたさけ 分 の題名と作者・筆者と分類記号の項目に記入し、

の「すごいところ」「ふしぎなとこ 児童にも記入させる。

ろ」を情報シートに書き、発表して ○自分の考えをもてるように、交流させたり情報シ

共有する。 ートに書かせたりしてから発表させる。

・たきをのぼるところ。 ○情報を共有するために、子どもの発言を掲示用情

・生まれた川を覚えているところ。 報シートの「見つけたこと」の欄に書いていく。

・命がけなところ。

・たまごを 3000個も産むところ。

３ 「見つけたこと」に書いた情報の 15 ○思いを明確にしていくために、情報シートの考え

中から一番「すごい」「ふしぎ」と 分 方の視点「比べて感想をもつ」に丸を付けさせる。

思った情報を選び、それについての ○心に残った情報について考えられるように、一番

感想を情報シートに書き発表する。 心に残った情報に線を引かせる。

・サケは、自分の体が傷ついてもたま ○情報を共有するために、子どもたちの発言を掲示

ごを 3000 個も産むから、とても頑張 用情報シートの「考え」の欄に書いていく。

り屋だと思った。

・ピリカがお母さんのにおいを覚えて ◇ 絵本の読み聞かせを聞いて共有した情報を比

いて、生まれた川に帰れるからとて べて、一番心に残ったことについての感想を書

も頭がいいと思ったし、不思議だと くことができた。 （ワークシート）【書く】

も感じた。

[学習課題] さけの「すごいところ」「ふしぎなところ」を探そう。
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４ 本時を振り返り、教科書以外のサ 10 ○次単元「生きもののことをせつめいしよう」での

ケに関連する本「ピリカお母さんへ 分 調べ学習につなげられるように、自然科学（分類

の旅」の読み聞かせを聞いてよかっ 記号４）の棚にある図書「サケのたんじょう」等

たことを発表する。 を紹介する。

・新しいことが分かった。 ○自然科学の他の本も読んでみたい、調べてみたい

・サケのことをもっと知りたくなった。 という気持ちがもてるように、自然科学（分類記

・サケのことがもっと分かった。 号４）の棚の本を紹介する。

・サケのことが好きになった。

３ 板書計画

め
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国語科学習指導案
４年 場所：図書室、教室

１ 単元名 興味をもったことを紹介しよう

教材名 ウミガメの命をつなぐ

２ 考察

(1) 教材観

本単元では、学習指導要領の読むことエ「目的や必要に応じて，文章の要点や細かい点に注意しな

がら読み、文章などを引用したり要約したりすること」書くことウ「書こうとすることの中心を明確

にし、目的や必要に応じて理由や事例を挙げて書くこと」が目標となっている。前学年の「くらしと

絵文字」では、身の周りで見付けた絵文字についてのよさや大切さを理解し、相手意識をもち説明す

る学習をしてきた。本単元では、文章を読んで一人一人が興味をもったことについてまとめ、伝えた

い思いを明確にして紹介文を書く活動をしていく。

本教材「ウミガメの命をつなぐ」には、ウミガメの生態を明らかにし、保護しようと研究を続ける

名古屋港水族館の取組が説明されている。水族館の様々な生き物の姿や暮らしぶりを見せるという役

割については理解している児童が多いが、生き物を保護するために研究を続ける取組については初め

て知る児童が多く、未知の内容に興味をもち学習することができると考える。また「ウミガメの命を

つなぐ」という題名や「世界のウミガメは、全て絶滅の恐れがある動物に指定されている」という記

述に関連して、他にもレッドリストに載っている動物がいることに気付き関心をもてる内容となって

いる。児童は、図書で絶滅の恐れがある動物について調べ、興味をもった動物についての情報を集め

る中で、動物園やメディアなどで親しんでいる動物がレッドリストに載っていることに驚き、どうし

て絶滅の危機にあるのかという疑問をもつことと思われる。

本単元では「命をつなぐレッドリストを作ろう」という課題を設定し、図書から紹介したい動物を

選び、情報を集めて整理・検討して伝えたい思いを明確にして、「はじめ」「中」「おわり」の構成で

紹介文を書く活動をしていく。図書から必要な情報を集めて整理・検討する中で、伝えたい情報を選

択し、伝えたい思いを明確にする力が付くと考える。

(2) 児童の実態及び指導方針

・図書の分類を意識して、本を探すことに慣れてきている。自己テーマに合った本を選び情報を探せ

るようになった児童もいるが、テーマに合った本が選べない児童もいる。図書で調べる際は、テー

マが近い児童同士を同じグループにして、お互いが探した図書や情報について情報交換できる時間

を設けたい。

・図書で調べた情報を選び、選んだ理由を考える場面において、「比べて理由付ける」考え方の視点

に沿って考えを書ける児童は半数程度いるが、調べた感想のみになってしまう児童もいる。考え方

の視点に沿って書いたものが紹介文の中でどのように使われるかを説明したり、書き方文例を示し

たりして、指導していきたい。

・思いを明確にして表現する場面では、情報シートの「調べたこと」「考えたこと」の欄を基にして

文章を構成している児童が多い。しかし、情報シート記述の活用方法に迷う児童もいるので、紹介

文例を基に「はじめ・中・終わり」に書く内容を示したり、情報シートに線を引いたり、書き込ま

せたり、操作させたりして、伝えたい思いを考えながら表現できるようにしていきたい。

３ 研究との関わり

本単元では、図書から情報を集め、そこから伝えたい情報を選び、選んだ理由を考えることで思いを

明確にして、紹介文を構成していく。まず、情報シートを活用し、図書から紹介したい動物とテーマを

決める。この際に、情報を比べて理由付ける視点で整理・検討した考えは、紹介文の「はじめ（紹介し

ようと思った理由）」に生かすことができる。次に、情報シートを活用し、テーマについての情報を図

書から集める。この際に、情報を比べて理由付ける視点で整理・検討した考えは、紹介文の「終わり（ま

とめ）」に生かすことができる。そして、集めた情報を基に動物の説明としてまとめて書き「中」とす
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ることができる。

以上のように、情報シートを活用し、図書から情報を集め、伝えたい情報を選び、考え方の視点に沿

って思いを明確にしていく。明確になった伝えたい思いを基にして構成を考えて文章を書くことにより、

「情報を整理・検討し、伝えたい思いを明確にして表現する力」を育てたいと考える。

４ 単元の目標

中心となる言葉や文を捉えて段落相互の関係を考えながら読み、伝えたい情報と明確にした思いを紹

介文に表すことができる。

５ 指導計画（全10時間予定）

関心・意欲・態度 説明文の内容に興味をもち、興味をもったことについての紹介文
評 を書こうとしている。

価 読む能力 紹介文を書くという目的に応じて図書から情報を集め、伝えたい
情報を選択し、情報についての思いを明確にしている。

規
書く能力 「調べたこと（情報）」と「考えたこと（思い）」のつながりを考

準 えながら、明確にした思いが伝わる紹介文を書いている。

過程 時間 ○ねらい ・学習活動 支 援 評価項目

○題名から説明文の内容を捉え ・説明文の内容を把握するため ・説明文の内容に興味

課 １ る。 に、題名について考えさせる。 をもち、絶滅の心配

題 ・題名にある言葉や、出現頻度 ・文章中からキーワードを探す がある生き物の紹介

把 が多い言葉からキーワードを ために、出現頻度が多い言葉 文を書こうとしてい

握 探す。 に着目させる。 る。

【関・意・態】

○学習課題を把握し、紹介文を ・説明文の主題を把握するため

１ 書く見通しをもつ。 に、題名から問いを作り、そ

・題名から問いを作り、それに れについて考える。

ついて考え、ウミガメが絶滅 ・目的意識をもたせるために、

の危機にあることを知り、他 図書館に「命をつなぐレッド

の生き物についても考える。 リストコーナー」を作ること

を伝える。

課 ○図書で調べて、紹介したい動 ・必要とする図書が探せるよう ・図書から情報を集

題 １ 物を選びテーマを決める。 に、分類記号何番で探すこと め、それらを比べて

追 ・情報シートを活用し、図書室 ができるか考えさせる。 理由付ける視点で考

究 の絶滅危機動物や動物につい ・集めた情報を比べて伝えたい え、紹介したい動物

ての図書から紹介したい動物 情報に線を引かせ、比べて理 を選びテーマを決め

を探し、テーマを考える。 由付ける視点で考えを書かせ ることができる。

る。 【書く】

（図書室）

○紹介文の「はじめ・中・終わ ・要約の定義と仕方を学習させ ・要約の定義と仕方に

１ り」の構成と内容について例 るために、教科書の紹介文例 ついて理解し、要約

文を基に考え、要約の定義や を基に考えさせる。 のよさについて考え

要約の仕方を理解する。 ・紹介文例の要約部分を見て、 ることができる。

・紹介文例を基に構成を考え、 要約することのよさを考える。 【読む】

要約の定義と要約の仕方につ

いて考える。

○教材文「ウミガメの命をつな ・要約する情報が整理できるよ ・紹介したいことを考

１ ぐ」から紹介したいことを決 うに、情報シートに書き出し えながら情報を探

単元の課題：「命をつなぐレッドリスト」動物の紹介文を作ろう

集める・選択する
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めて、大事な言葉や文を使っ た言葉や文の必要な箇所に線 し、書き出した言葉

たり、言い換えたりして要約 を引かせる。 や文を基に要約する

する。 ことができる。

・紹介したいことに応じて情報

シートに書き出した言葉や文 【読む】

を使ったり言い換えたりして

要約する。

○説明文における写真・図・表 ・写真・図・表の効果を考える ・写真・図・表から考

１ の効果を考える。 ために、それらがないとどう える活動を通して、

・説明文に写真・図・表が使わ かを考えさせる。 説明文の中での効果

れていることの効果を理解す ・写真・図・表の効果を考える を理解することがで

るために、写真・図・表から ために、それらから分かるこ きる。

分かることについて考える。 と、疑問に思うことについて 【読む】

考えさせる。

○テーマについての情報を図書 ・図書を活用させるために、分 ・図書から情報を集

１ から探し、集めた情報につい 類記号、題名、目次、索引に め、それらを比べて、

て整理・検討して思いを明確 ついて確認させる。 理由付ける視点で考

にする。 ・集めた情報を整理・検討して え、伝えたい情報と

・情報シートを活用し、図書か 伝えたい情報を選び線を引か 伝えたい思いを明確

らテーマについての情報を探 せ、情報を選んだ理由を比べ にすることができ

し、伝えたい情報を選び、思 て理由付ける視点で書かせる。 る。

いを明確にする。 【書く】

（図書室）

○情報シートの「調べたこと」 ・紹介文の「はじめ・中・終わ ・はじめ・中・終わり

２ 「考えたこと」の欄を整理・ り」に書く内容を理解した上 の構成を考えて伝え

検討して、「情報」と「思い」 で、情報シートに記述してあ たい思いを明確にし

を基に「はじめ・中・終わり」 る「情報」と「思い」を基に て紹介文を書くこと

の文章を構成する。 して構成を考えさせる。 ができる。

・明確になった思いを伝えるた 【書く】

めに情報シートに集めた「情

報」や「思い」を基に構成す

ることにより、紹介文を書く。

○紹介文を友達と読み合い、よ ・友達の紹介文のよいところが ・紹介文を読み合い、

ま １ いところを見付け、学んだこ 見付けられるように、内容や 友達の紹介文のよい

と との振り返りをする。 構成についての観点を示す。 ところを見付け、学

め ・身に付いた力が自覚できるよ んだことを振り返る

うに、学んだことや感想を書 ことができる。

かせる。 【書く】

６ 本時の展開（７／10）

(1) ねらい 自己テーマについての情報を図書から集め、伝えたい情報と伝えたい思いを明確にする

ことができる。

(2) 準 備 教師：情報シート、情報シート拡大図、紹介文の例文、ペン

児童：情報シート入れ

(3) 展 開

学習活動・予想される児童の反応 時間 ○指導上の留意点及び支援 ◇評価

１ 本時の学習課題をつかみ、追究の ５ ○前回、図書館で情報を集めてテーマ決定したこと

見通しをもつ。 分 を振り返る。

〈本時のめあて〉

自己テーマについての情報を

図書から集め、伝えたい情報と

伝えたい思いを明確にする。

集める・選択する

構成する

[学習課題] 情報を集めて伝えたい思いを明確にしよう
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２ 紹介したい動物について、分類記 30 ○図書を活用させるために、分類記号何番で調べら

号を基に図書を探し、情報シートに 分 れるのか、本のどこ（目次・索引）を見て探した

情報を集める。 らよいのかを全体で確認する。
・自然分野は分類記号４の図書だね。 ○情報シートの使い方を理解するために、拡大した

・分類記号０の百科事典でも分かるね。 シートを提示し、それぞれの項目に書く内容、一

・目次、索引を見ると調べやすいね。 冊の本につき一枚の情報シートに書くことを確認

する。

○情報を比較して考えがもてるように、図書を二冊

調べることを目標とすることを伝える。

３ 図書から集めた情報を比べて伝え ５ ○思いを明確にしていくために、情報シートの考え

たい情報を選び、その情報を選んだ 分 方の視点「比べて理由付ける」に丸を付けさせる。

理由を考えて思いを明確にする。 ○調べた情報を整理するために、伝えたい情報に線

・アザラシの生息地が人間によって奪 を引かせる。

われていることを知り、人間がどう ○伝えたい思いを明確にするために、線を引いた情

するべきか考えていきたいと思った。 報を選んだ理由を考えたことの欄に書かせる。

・イモリの生息地や体の特徴を知れば

知るほど面白いと思ったので、絶滅

しないように守る方法を考えたい。 ◇ テーマについての情報を図書から集め、伝え
たい情報と伝えたい思いを明確にすることがで

きた。

（情報シート）【書く】

５ 本時を振り返り、図書で調べてよ ５ ○本時の成果を全体で共有するために、数人の児童

かったことを発表する。 分 に情報シートに書いた伝えたい思いを発表させる。

・写真や地図が載っていて目で見て分 ○本時で身に付いた力を認識するために、図書で調

かりやすかった。 べた感想を交流させる。

・新しいことを知り、もっと調べたい

と思った。

７板書計画

○め
命
を
つ
な
ぐ
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
動
物
の
紹
介
文
を
作
ろ
う
。

○め
伝
え
た
い
思
い
を
明
確
に
し
よ
う
。

ふ
り
か
え
り

・
新
し
い
こ
と
を
知
り
、
も
っ
と
調
べ
た
い
と
思
っ
た
。

・
調
べ
た
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
テ
ー
マ
が
決
め
ら
れ
た

紹
介
文
例

- 資料9 -



国語科学習指導案
４年 場所：図書室

１ 単元名 日本語のひびきにふれよう

教材名 短歌の世界

２ 考察

(1) 教材観

本単元では、学習指導要領、伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項ア伝統的な言語文化に関

する事項の（ア）「易しい文語調の短歌や俳句について，情景を思い浮かべたり，リズムを感じ取り

ながら音読や暗唱をしたりすること」が目標となっている。前学年の「俳句に親しむ」でも文語調の

言葉のリズムや響きを楽しんできた。本単元では、文語調の言葉やリズムに触れてよさを味わうとと

もに、古来から受け継がれてきた日本の言葉や文化、そこに寄せる人々の心の中には現代社会におい

ても共感できることが多くあることを感じさせたい。

本教材「短歌の世界」には、「万葉集」「古今集」「新古今集」などから近代的な歌人の作品までが、

時代順に紹介されている。解説文と照らし合わせて様子を想像しながら読んだり、写真から情景を思

い浮かべたりすることを通して、短歌に書かれている季節・情景・心情・言葉の意味などに関心をも

ち、それぞれの短歌の意味を理解し表現の面白さを実感することができる。また、31 文字で表せる
という手軽さも感じることができるであろう。それをきっかけとして、他の短歌も知りたい、自分も

短歌を作ってみたいという意欲が生まれてくる教材である。さらに、図書館で短歌、俳句、歳時記、

自然分野の図書から情報を集めて短歌の知識を紹介し合ったり、調べた言葉を基に短歌を作ったりす

ることにより、我が国の伝統文化のよさに体験的に気付くことができる教材であると考える。

３ 研究との関わり

短歌を、季節・情景・心情・言葉の視点から鑑賞したり、リズムを楽しんだり、暗唱したりする活動

を通して興味・関心を高めた上で、自分の思いを込めた短歌を作る活動をしていく。作る際には、伝え

たい季節や気持ちに合った短歌を作るために、図書館の短歌・俳句・歳時記・自然分野などの図書から

情報を集める。そして、見付けた短歌や俳句や言葉を情報シートに書き込み、それらの情報から自分の

思いに合った言葉を選んだり、イメージを膨らませたりして表現に生かしていく。

以上のように、自己テーマ（季節・気持ち）に合った情報を図書から探し整理・検討することにより

「情報を整理・検討し、伝えたい思いを明確にして表現する力」を育てたいと考える。

４ 単元の目標

短歌のリズムや文語の響きに興味をもち、自己テーマに合った情報を集め、それらの情報からテーマ

に合った言葉を選んだりイメージを膨らませたりして短歌を作ることができる。

５ 指導計画（全６時間予定）

関心・意欲・態度 短歌に表れたリズム・季節・言葉・気持ちを味わい、想像しな

評 がら鑑賞しようとしている。

価

規 書く能力 テーマについて図書から集めた情報を、比べて理由付ける視点

準 で整理・検討し、表現に生かして短歌を書いている。

伝統的な言語文化 短歌のリズムや文語の響きを感じ、音読をしている。
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過程 時間 ○ねらい ・学習活動 支 援 評価項目

○単元の課題を把握するととも ・イメージを膨らませやすくす ・短歌のリズム・季

課 １ に、短歌のきまりやよさを確 るために、写真を掲示する。 節・言葉・気持ちに

題 認する。 ・短歌のきまりを理解するため 関心をもち、意欲的

把 ・ 既習の俳句と比べながら短歌 に、既習の俳句の知識を思い に短歌を作ろうとし

握 のきまりやよさを考える。 出させ、短歌との共通点・相 ている。

違点を考えさせる。 【関・意・態】

・短歌の鑑賞をするために、リ

ズム・季節・言葉・気持ちと

いう視点をもたせる。

・短歌を作りたいという意欲を

高めるために、31 文字に思い
が込められる手軽さを感じさ

せる。

課 １ ○季節や気持ちを想像しながら、・短歌のリズムに親しめるよう ・季節や言葉や気持ち

題 お気に入りの短歌を選んで短 にするために、全体読みをし を想像しながら、お

追 歌の世界を楽しむ。 たり、上の句・下の句を分け 気に入りの短歌を選

究 ・音読をしながら短歌のリズム て交互に読んだりと工夫する。 び短歌を鑑賞してい

を楽しみ、お気に入りの短歌 ・短歌の鑑賞をするために、視 る。

を鑑賞する。 点（リズム・季節・言葉・気 【関・意・態】

持ち）を共通理解する。

○情景や心情を想像しながら、 ・同じ作品を読んでも選んだ理 ・短歌を選んだ理由の

１ お気に入りの短歌を選んで短 由が違うことに気付かせるた 発表を参考にして、

歌の世界を楽しむ。 めに、教科書の作品順に発表 自分が作る短歌のテ

・お気に入りの短歌を紹介し合 させる。 ーマ（季節と気持ち）

い短歌のよさを共有し、自分 ・自分の思いをこめた短歌を作 を考えている。

の気持ち込めた短歌のテーマ るために、自己テーマとして、 【書く】

を考える。 季節と気持ちを考えさせる。

○自己テーマに沿って集めた情 ・児童同士で交流するために、 ・自己テーマに沿って

１ 報を、比べて理由付ける視点 テーマに関連性がある児童同 集めた情報を、比べ

で整理・検討して自己テーマ 士を隣に座らせる。 て理由付ける視点で

に合った言葉を探したりイメ ・調べることができる本を共通 整理・検討して、テ

ージを膨らませたりする。 理解するために、日本十進分 ーマに合った言葉を

・図書館の、俳句、短歌、歳時 類法を提示する。 探したりイメージを

記、自然分野の図書から、自 ・短歌の鑑賞をするために、視 膨らませたりするこ

己テーマに合った内容を探し 点（リズム・季節・言葉・気 とができる。

情報シートに書く。 持ち）を確認する。 【書く】（図書館）

○自分のテーマに沿って調べた ・短歌を作りやすくするために、・自己テーマに沿って

１ 情報を基にして、気持ちを込 鑑賞の視点（リズム・季節・ 集めた言葉を使い、

めた短歌を作る。 言葉・気持ち）を提示する。 気持ちを込めた短歌

・自分の気持ちを込めて短歌に を作っている。

単元の課題：自分の気持ちを込めた短歌を作ろう

集める・選択する
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表す。 【書く】

○友達の短歌から伝わってきた ・友達の作品のよいところに気 ・友達の短歌から伝わ

ま １ ことやよいところを発表する。 付けるように、鑑賞の視点（リ ってくることを考え

と ・作った短歌を発表し合い、鑑 ズム・季節・言葉・気持ち） て、よいところを探

め 賞の視点に沿ってよいところ を提示する。 すことができる。

を発表する。 【関・意・態】

６ 本時の展開（４／６）

(1) ねらい 自己テーマ（季節・気持ち）に沿って集めた情報を、比べて理由付ける視点で整理・検

討して、テーマに合った言葉を探したりイメージを膨らませたりすることができる。

(2) 準 備 教師：日本十進分類法の表、移動式黒板、情報シート、情報シート拡大図、

情報シートを入れる袋

児童：教科書

(3) 展 開

学習活動 ・予想される児童の反応 時間 ○指導上の留意点及び支援 ◇評価

１ 本時の学習課題をつかみ、追究の ５ ○交流がしやすいように、自己テーマ（季節、気持

見通しをもつ。 分 ち）に関連があるペアとなる座席を指定する。

○テーマを確認するために、ペアで伝え合わせる。

〈本時のめあて〉 ○自己テーマに合った短歌を作るために、図書で情

自己テーマに沿って集めた情報 報を集めることを説明する。

を比べて理由付ける視点で整理・

検討して、テーマに合った言葉を

探したりイメージを膨らませたり

することができる。

２ 自己テーマに沿って短歌、俳句、 20 ○情報シートの使い方を理解するように、それぞれ

歳時記、自然分野などの図書から情 分 の項目に書く内容と、一冊の本につき一枚の情報

報を集め情報シートに書く。 シートに書くことを確認する。

・季節のことが分かる本はあるかな。 ○分類番号を基に図書を探せるように、日本十進分

・短歌の本は分類記号 9だね。 類法を掲示する。

・俳句にもヒントがありそうだな。 ○ 10 分経過したら、ペアで共有したり相談したりし
・自然分野の本でも季節が分かるかな。 てよいことを伝える。

・どの本で調べたらよいかな。

３ 情報シートに集めた情報を、比べ 15 ○言葉を選んだり、イメージを膨らませたりするこ

て理由付ける視点で整理・検討し、 分 とができるように、比べて理由付ける視点で考え

使いたい言葉を探したりイメージを させる。

膨らませたりする。

・二つの言葉を比べてリズムがよい方 ◇ 自己テーマに沿って集めた情報を比べて理由

を使おうと思った。 付ける視点で整理・検討して、テーマに合った

・春の言葉は花が多いことが分かった 言葉を探したりイメージを膨らませたりするこ

から使いたい。 とができた。 （情報シート）【書く】

・うれしい気持ちはこの言葉で伝えら

れると思った。

構成する

[学習課題] 自分のテーマに合った短歌・俳句・言葉を探そう。
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５ 本時を振り返り、図書で調べてみ ５ ○本時で身に付いた力を認識するために、図書で調

てよかったことを発表する。 分 べた活動の感想を交流させる。

・新しい言葉をたくさん知ることがで

きた。

・言葉と言葉を比べたり、組み合わせ

を考えたりすることができた。

７板書計画
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自
分
の
気
持
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。
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短
歌
、
俳
句
、
言
葉
な
ど
を
探
そ
う
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◎
自
己
テ
ー
マ

・
季
節
→
春
・
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・
秋
・
冬

・
気
持
ち
→
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し
い
・
ワ
ク
ワ
ク
・
さ
み
し
い
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ド
キ
ド
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本
十
進
分
類
法
の
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し
い
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た
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え
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と
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で
き
た
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国語科学習指導案
6年 場所：図書室

１ 単元名 説得力のある文章を書こう

教材名 意見文を書こう

2 本時の展開（1／6）
(1) ねらい 身近な環境問題について図書から課題を探し、日頃の生活や社会と関係付けて意見文に

書く必要のある事柄を選ぶことができる。
(2) 準 備 教師：情報シート、情報シート掲示用、意見文例文、カラーペン

児童：筆記用具
(3) 展 開

学習活動 ・予想される児童の反応 時間 ○指導上の留意点及び支援 ◇評価

１ 本時の学習課題をつかみ、追究の ５ ○身近な環境課題とはどんなものがあるのか把握す

見通しをもつ。 分 るために、教科書の意見文を読む。

〈本時のめあて〉

身近な環境問題について図書か

ら課題を探し、日頃の生活や社会

と関係付けて意見文に書く必要の

ある事柄を選ぶことができる。

２ 自分自身の体験や、テレビ、新聞 ５ ○身近な環境をよくするための意見文を書くために、

などから見付けた身近な環境問題に 分 社会や学校の中の課題を考えることを説明する。

ついて発表する。

・給食が残ってしまいゴミになってし

まう。

・気温が上がりすぎて熱中症の人が増

えている。

・気温が上がりすぎるとスポーツがで

きない。

・リサイクルをしている人が少ない。

・メダカが住める川が減っている。

３ 図書から、現代の社会や日常生活 25 ○情報を比較して考えがもてるように、図書を二冊

で課題となっている課題問題を探し 分 調べることを目標とさせる。

情報シートに書く。 ○環境について調べることができるように、分類記

・エネルギー問題、温暖化問題、ゴミ 号何番の本で調べられそうか考えさせる。（５番）

問題、自然保護、資源問題、リサイ

クル、省エネルギー等についての図

書を読み、気になった表現を引用す

る。

４ 調べた情報を比較し、自分達の生 10 ○身近な環境問題や生活と関係付けて考えがもてる

活や社会の実態と関係付けて整理・ 分 ように、一番伝えたい情報に線を引かせ、それを

検討して自己テーマを決める。 選んだ理由を比べて関係付ける視点で考えさせる。

◇ 身近な環境問題について図書から課題を探

し、日頃の生活や社会と関係付けて意見文に書

くテーマを決めることができる。

（情報シート）【書く】

[学習課題] 身近な環境問題についての意見文を書こう。
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３ 板書計画
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